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1. 検討概要 

高さ 30m に及ぶ高盛土箇所の盛土量は、約 50 万
m3あり、その盛土材料は隣接工区の現地発生土を使用

する計画となっていた。 
また、現地発生土は、赤色風化した安山岩質の粘性

土が主体で、これまでに実施されている土質試験結果

によると高含水比の土であり、盛土材料には適さない

土である。そのため、当初設計では、現地発生土を安

定処理（地盤改良）した土を使用して実施する計画で

あったが、極力現地発生土を活用した盛土構造を提案

することで、大幅なコスト縮減を図ることができた。 
2. 設計上の主な留意点 
設計では、①高盛土であること、②盛土材が高含水

比の粘土質であることを踏まえて、考えられる問題点

を抽出･整理し、それらに対する対応策を検討した。 
◆ 現地発生土は全体に含水比の高い土質であるが、 
地質によって異なるため地質特性を評価し分類分

けをする。 
◆ 高盛土であり、盛土材の強度が低いため、盛土材 
の強度･沈下特性を把握した上で、盛土材料の特性

を生かした盛土構造とする。 
◆ 盛土構造の検討にあたっては、盛土施工方法（ト 
ラフィカビリティーの確保等）及び管理方法（盛

土の沈下管理等）をふまえて実施する。 
3. 盛土材の土質 (図－1、図－2参照) 
盛土材の土質は、隣接工区から発生するレキ岩土砂

と安山岩土砂に大別される。このうち安山岩土砂は、

高含水比の粘土質(w＝50～70％)なもので盛土材には
適さず、発生量のうち半分以上を占めることが予想さ

れる。礫岩土砂は、盛土材に適した良質なものではな

いが、含水量を調整することにより、良質な材料とし

て取り扱うことができることがわかった。 

図―1 塑性図(現地発生土) 

図－2 含水比相関図(現地発生土) 

4. 盛土構造の基本的な考え方(図－3参照) 

① 高含水比の現地発生土の水を絞って盛土材に使用 
高含水比の現地発生土を盛土材に有効利用するた

めに、下図のように発生土と排水層(排水シート)とを
交互に盛り立て、盛土材の圧密促進･強度増加を図っ

た。 

提案工法の特徴（下図参照）を整理すると、次の 
通りである。 

◆ 圧密時間の短縮 
高含水比の粘性土を高盛土の材料として使う場 

合には、たとえ盛土が施工できたとしても完了後 
に圧密沈下が継続し、道路構造物に悪い影響を与

えることが予想される。 
提案工法は 1.8m ピッチで排水シートを敷設す

ることにより、盛土荷重に対して約 1週間程度（シ
ート無しの場合,この 250倍）で圧密を終了させる
ことができる。 
 

土の工学的分類（分類図）
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◆ 圧密による盛土体の安定化 
盛土内の間隙水は、盛土の自重による圧密によ

って排水シートにより外部に絞り出される。水が 
絞り出されることで盛土材の強度が増加し、盛土 
の安定化を図ることができる。 

 ② 盛土の周囲に強固な堤体を築造し盛土の安定化を
図る 
当初の設計では、高含水比の粘土である現地発生 

土を使用することを前提に、盛土材すべてを地盤改 
良した安定処理土とする計画になっていた。 
提案工法は、コスト縮減を図るために安定処理土 

の使用は必要最小限になるように計画した。 
◆ 盛土の周囲に強固な堤体を築造 

盛土体のすべりに対する安定上、最もせん断抵

抗力が必要となる盛土末端部に強固な堤体を築く

ことで、盛土の安定化を図ることができるととも 
に、経済的な盛土構造(ゾーニング設計)とするこ 
とができる。 

◆ 現地発生土の強度を生かした盛土構造の提案 
現地発生土は盛土材に適さない土であっても、

いくらかのせん断強度は持っている。本設計では 
現地発生土の強度増加を最大限生かした盛土構造

を提案した。ただし、盛土材の圧密による強度増 
加を見込んだ盛土安定上ぎりぎりの設計としてい

るため、盛土築造時には観測施工を前提とした。 
③ 施工時及び供用後も機能する排水施設を計画 
盛土の安定確保のためには、盛土材の圧密促進・ 

強度増加を目的として設置される排水シートから絞

り出された水を外部へ速やかに排水できる排水施設

を設置する必要がある。 
盛土高が大きくなればなるほど排水施設が重要と

なり、これらを十分に行えば施工時及び供用時の盛 
土崩壊等の被害の大半を防止することができる。提 
案した盛土構造において計画した排水施設（図－３ 
参照）の留意点を以下に整理する。 
・水平排土材の勾配 

盛土間隙水の排水は、1.8m ピッチに敷き均し 
た水平排水材により行う。その勾配は｢道路土工 排
水溝指針｣より、縦断･横断共に、5.0%程度とした。 

・排水管の構造 
盛土外部への排水は、縦断方向 40m 間隔に鉛 

直排水管及び水平排水管を設置して行う。 
・基盤排水層の構造 

未改良盛土部の底面部は、基盤排水層(サンドマ
ット t＝30cm)により排水する。 

5.おわりに 

本事例においては、軟弱地盤上(基礎地盤は地盤改 
良を実施)に高含水比の現地発生土を使用して盛土高
30mの高盛土を施工するため、盛土構造を決定する際
には、施工業者と十分な協議を行い、技術的な課題を 
ひとつひとつ解決しながら検討を進めた。 
現在、道路が開通して 1年以上が経過しているが、

沈下等の変状は発生していない。 


